
３．先々月・先月の両園地探鳥会 
①ほしだ園地（５月）朝、 私市駅前に着いてすぐホトトギスの鳴き声が聞か
れ、幸先よくスタートした。私市集落ではヒナがいるツバメの巣があり、3つの巣
にヒナが育っていた。高温予報が出ていた通り、10時過ぎ「星の里いわふね
前」道路の気温が31℃を表示していた。山地に入って、オオルリ、キビタキの
声がよく聞こえた。今日最大目的のハヤブサのヒナは良く見ることができ、探鳥
会資料写真の一週間前よりかなり大きくなっていた。河村さんからは2～3日前
から雌親が来なくなったとお聞きしたが、写真のようにヒナはムクドリを食べて
おり、雄親が頑張っていると思われる。昼食後出発してすぐ近くでサンコウチョ
ウの鳴き声が聞いたものの姿は見られず、オオルリが朗々と囀っていた。5月
としては36種と鳥の種数は多かったが、姿を確認できた鳥が少なかった。 

②くろんど園地(６月) くろんど園地への上り遊歩道は涼しく、オオルリ・キビ
タキ・ウグイス・ソウシチョウの声が入れ替わりに切れ目なし、ヤブサメも近くで
鳴き、姿も見えた。園地に入って（姿は見えなかったが）ホトトギスの声が何回
も、メジロ・エナガを中心とする混群に会うことができ、センダイムシクイの幼鳥
を見た人もあった。昼食後にサンコウチョウの声、何回も「月日星ホイホイホイ」
と呼んでくれ、雄雌が確認できたので、繁殖を期待したい。更に帰りの下り傍
示集落で、道路すぐ近くにキビタキ雄が姿を見せ、くろんど園地からホトトギス
の声など、夏鳥・留鳥が終わりまで出て、種数は26種に止まったが、幼鳥も多
かった。くろんど園地は木陰が多くすごしやすかったが、平地に下りると30℃の
暑さで汗がどっと噴き出した。 

 ４.日本野鳥の会大阪支部からのお知らせ  

①北河内の定例探鳥会（2019年8～9月度）案内 
8月は暑くて鳥が静かにしているので、定例会が休みの所が多い。9月秋の
渡りが始まり、9月下旬にはタカ渡りの観察も期待されます。 

 曜日  （月日）   場所     集合時間・場所      

第1(日)(8月無し、9/1)枚方牧野9:00京阪枚方市駅下車ラポールひらかた前 
第２（日）（8/11,9/8)  山田池公園 9:30現地公園北入口駐車場 
第３（土）(8月無し、9/21) 緑の文化園 9:00JR学研都市線四条畷駅東口 

第4(土) (８月無し、9/28) ほしだ園地 9:30京阪交野線私市駅前  
    

 ②日本野鳥の会入会時の会費  
会員区分    おおぞら会員    赤い鳥会員    むくどり会員 

(内容)     (本部+支部)       (支部のみ)  (支部・但し1年のみ) 
年会費          7500円       3500円       1000円 
入会金(初年度のみ)  1000円        1000円        ― 

会報 隔月刊(支部) 「むくどり通信」   「むくどり通信」    「むくどり通信」 
       （本部)        「野鳥」         ―         ― 

③ 探鳥会参加費 会員 100 円 非会員 200 円 
(交野野鳥の会のみ会員の方は、大阪支部の非会員になります。)  

参加費+名簿記入で探鳥会保険に入っています。 
しかし、痛みは保証しないので、怪我をしないように。 
また、熱中症は保険対象外なので、早めの水分補給を忘れずに 

府民の森ほしだ園地探鳥会” 
（毎月第４土曜日 両園地通算第234回） 

令和元(2019)年7月27日(土) 9:30～15:00 

日本野鳥の会大阪支部 平軍二(090-6901-1425) 

  友田武・神戸徹・斉藤健・近藤輝男 

１．交野の鳥シリーズ(92)アオゲラ 
今月の鳥は、河村壽さんが交野バード7/8に公

開された「ほしだ園地」のアオゲラ親子、親鳥が
持ってきた餌を、子供が受け取った所である。 

写真ではキツツキの仲間の特徴の一つ、足の
指が前後２本ずつで、通常の鳥（前
３本、後１本）と異なっているのが
わかる。 

キツツキは木の幹を直線的に上る
が、足指で幹の隙間をしっかりつか
み、両足と尾羽の３点でバランスを
とりながら全体重を支えて上る。 

交野市のデータは友田さんにより記
録され、最近は年間100日前後観察さ
れているが、上図の「大阪府鳥類目録
2016」でも、交野市くろんど・ほしだ      河村壽氏 
両園地周辺がＡ(＝繫殖記録あり)となっている。 

また、アカゲラ・アオゲラの世界繁殖分布図に目を向けると 
アカゲラとヤマゲラ＋アオゲラ 

が、ほほ同じ分布範囲になる。 ユーラシア大陸一円(そして北海道
まで)に分布しているヤマゲラが、本州・四国・九州にいないのは、
近縁種アオゲラの縄張りになっているためである。 

 

次回 2019 年 8 月 24 日くろんど園地探鳥会は夏休みです 

 



年 年

月 5 6 7 8 9 月 5 6 7 8 9

日 25 22 27 23 27 日 25 22 27 23 27
ほ く ほ く ほ ほ く ほ く ほ

科名 種名 回 し ろ し ろ し 科名 種名 回 し ろ し ろ し

数 だ ん だ ん だ 数 だ ん だ ん だ

No ど ど No ど ど

229 230 231 232 233 229 230 231 232 233

ｷｼﾞ ヤマドリ 4 ﾐｻｺﾞ ミサゴ 339

ｷｼﾞ キジ 5 ﾀｶ ハチクマ 340

ｶﾓ ハクチョウSP 19 ﾀｶ トビ 342

ｶﾓ オシドリ 24 ﾀｶ ツミ 354

ｶﾓ ヨシガモ 27 ﾀｶ ハイタカ 355

ｶﾓ ヒドリガモ 28 ﾀｶ オオタカ 356

ｶﾓ マガモ 30 ﾀｶ サシバ 357

ｶﾓ カルガモ 32 4 ﾀｶ ノスリ 358 1

ｶﾓ ハシビロガモ 34 ｶﾜｾﾐ カワセミ 383 1

ｶﾓ コガモ 38 ｷﾂﾂｷ コゲラ 390 6 8

ｶﾓ ホシハジロ 42 ｷﾂﾂｷ アカゲラ 393 1

ｶｲﾂﾌﾞﾘ カイツブリ 62 ｷﾂﾂｷ アオゲラ 397 1

ﾊﾄ キジバト 74 2 ﾊﾔﾌﾞｻ チョウゲンボウ 401

ﾊﾄ アオバト 78 ﾊﾔﾌﾞｻ ハヤブサ 407 5

ｺｳﾉﾄﾘ コウノトリ 119 ｻﾝｼｮｳｸｲ サンショウクイ 412

ｳ カワウ 127 1 ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ サンコウチョウ 418 1 2

ｻｷﾞ ゴイサギ 139 ﾓｽﾞ モズ 420

ｻｷﾞ ササゴイ 141 ｶﾗｽ カケス 427

ｻｷﾞ アオサギ 144 1 ｶﾗｽ ハシボソガラス 435 1 3

ｻｷﾞ ダイサギ 146 ｶﾗｽ ハシブトガラス 436 5 15

ｻｷﾞ コサギ 148 ｶﾗｽ キクイタダキ 438

ｸｲﾅ バン 174 ｼｼﾞｭｳｶﾗ コガラ 441

ｸｲﾅ オオバン 175 5 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヤマガラ 442 4 7

ｶｯｺｳ ホトトギス 185 1 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヒガラ 443

ｶｯｺｳ ツツドリ 187 ｼｼﾞｭｳｶﾗ シジュウカラ 445 4 9

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ アマツバメ 192 ﾂﾊﾞﾒ ツバメ 457 35 12

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ヒメアマツバメ 193 ﾂﾊﾞﾒ コシアカツバメ 459

ﾁﾄﾞﾘ ケリ 195 2 ﾂﾊﾞﾒ イワツバメ 461 4

ﾁﾄﾞﾘ コチドリ 203 ﾋﾖﾄﾞﾘ ヒヨドリ 463 21 26

ｼｷﾞ イソシギ 244 ｳｸﾞｲｽ ウグイス 464 9 27

2019 2019

２．今日観察した鳥 

 
                     ８／３(土・夕刻) 高槻鵜殿つばめのねぐら   

集合： １７:20ＪＲ高槻駅南バス停５番、道鵜町行乗り場。17:27 発道鵜町行バスに乗車、終点

下車  解散：19:50 道鵜町バス停。19:58 発ＪＲ高槻南行バスに乗車 
参加費：会員 100 円、非会員 200 円     担当：平軍二（090-6908-1425）他 

内容：鵜殿ヨシ原のツバメのねぐら入りを、現地淀川堤防上で観察します。ねぐら入りピ

ーク時間は日没の 19:00 頃と推定されるが、ねぐら入り前にヨシ原～観察場所の上

を数万羽のツバメが群舞します。 

 

９／１９(木)植物観察会・枚方淀川河川敷   

集合：9:00 ラポールひらかた前（京阪電車枚方市駅下車 3 分） 

解散：12:00 京阪御殿山駅付近  参加費：会員 100 円、非会員 200 円(他にカラー資料代 100 円) 

担当：平 軍二 （090-6901-1425）他 
内容：今年４月、外来種を中心とする野草を観察した。毎月の定例探鳥会で野草の変化

を見て、秋も楽しめると思わるので、秋の花中心の観察会を春と同じコースで実施
する。最近２回の洪水で冠水、外来種天国となっているが、在来種のクサノオウや、
希少種ウシノシッペイ、そして秋の渡りの鳥も観察する。 

年 年

月 5 6 7 8 9 月 5 6 7 8 9

日 25 22 27 23 27 日 25 22 27 23 27
ほ く ほ く ほ ほ く ほ く ほ

科名 種名 回 し ろ し ろ し 科名 種名 回 し ろ し ろ し

数 だ ん だ ん だ 数 だ ん だ ん だ

No ど ど No ど ど

229 230 231 232 233 229 230 231 232 233

ｳｸﾞｲｽ ヤブサメ 465 3 4 イワヒバリカヤクグリ 566

ｴﾅｶﾞ エナガ 466 16 ｽｽﾞﾒ ニュウナイスズメ568

ﾑｼｸｲ オオムシクイ 476 ｽｽﾞﾒ スズメ 569 13 6

ﾑｼｸｲ メボソムシクイ 477 1 ｾｷﾚｲ キセキレイ 573 1

ﾑｼｸｲ エゾムシクイ 479 ｾｷﾚｲ ハクセキレイ 574 1

ﾑｼｸｲ センダイムシクイ480 15 12 ｾｷﾚｲ セグロセキレイ 575 2

ﾒｼﾞﾛ メジロ 485 9 4 ｾｷﾚｲ ビンズイ 580

ﾖｼｷﾘ オオヨシキリ 492 1 ｱﾄﾘ アトリ 586

ﾚﾝｼﾞｬｸ キレンジャク 500 ｱﾄﾘ カワラヒワ 587 7 6

ﾚﾝｼﾞｬｸ ヒレンジャク 501 ｱﾄﾘ マヒワ 588

ﾐｿｻｻﾞｲ ミソサザイ 504 ｱﾄﾘ ベニマシコ 592

ﾑｸﾄﾞﾘ ムクドリ 506 12 1 ｱﾄﾘ ウソ 599

ﾑｸﾄﾞﾘ コムクドリ 508 ｱﾄﾘ シメ 600

ｶﾜｶﾞﾗｽ カワガラス 512 ｱﾄﾘ イカル 602

ﾋﾀｷ トラツグミ 514 ﾎｵｼﾞﾛ ホオジロ 610 2 1

ﾋﾀｷ マミチャジナイ 520 ﾎｵｼﾞﾛ カシラダカ 617

ﾋﾀｷ シロハラ 521 ﾎｵｼﾞﾛ ミヤマホオジロ 618

ﾋﾀｷ アカハラ 522 ﾎｵｼﾞﾛ アオジ 624

ﾋﾀｷ ツグミ 525 ﾎｵｼﾞﾛ クロジ 625

ﾋﾀｷ コマドリ 530 ｷｼﾞ コジュケイ 1 2

ﾋﾀｷ ルリビタキ 536 ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) 2 7

ﾋﾀｷ ジョウビタキ 540 ﾁﾒﾄﾞﾘ ソウシチョウ 3 16

ﾋﾀｷ ノビタキ 542 ハイタカSP

ﾋﾀｷ イソヒヨドリ 549 2 　観察種数合計 36 26

ﾋﾀｷ エゾビタキ 552 個体数 189 206

ﾋﾀｷ サメビタキ 553 天候 晴 晴

ﾋﾀｷ コサメビタキ 554 参加者 22 21

ﾋﾀｷ キビタキ 558 6 9

ﾋﾀｷ ムギマキ 559

ﾋﾀｷ オオルリ 561 2 4

2019 2019

 

熱中症に注意を 


